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食品－機能性 

ポリフェノールは健康増進効果があるとされ、国内外で大きな市場を形成している。しかし、その作用
の機構は抗酸化活性以外不明である。我々は、Pin1遺伝子欠損マウスの解析から、ポリフェノールが
Pin1を調節していると推察した。この仮説を検証し、ポリフェノールの健康増進機構を分子レベルで解明
し、新たなトクホの創出、新機能ポリフェノールの探索に寄与すること、ひいては新たな健康食品開発を
行い国民の健康に寄与するとともに、新たな産業の創出にも貢献することを目標とする。 
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全国 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（シーズ創出ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 今後の展開方向、見込まれる波及効果 

４ 開発した技術・成果が活用されることによる国民生活への貢献 

① タンパク質構造変化促進酵素であるPin1の活性を阻害するポリフェノールとして、 ９７４B（褐藻）、エ
ピガロカテキンガレート（EGCG）、タンニン酸、カフェ酸誘導体(MT2)を見出した。 

② 褐藻ポリフェノールをマウスに摂取させたところ、脂肪の蓄積量を低下させたが、間葉系幹細胞の脂
肪細胞への分化を促進するPin1を974Bが阻害したことが原因であることを解明した。 

③ 癌細胞株の増殖抑制試験では、カフェ酸誘導体(MT2)のみが癌細胞増殖抑制作用を示した。 

④ 活性酸素でかつシグナル伝達物質である一酸化窒素量を低下させるポリフェノールを探索する目的
で、根粒菌の硝酸関知タンパク質を応用した細胞内の硝酸センサ、ｓNOOOｐｙを開発した。 

① 褐藻ポリフェノールを摂取することで、肥満、生活習慣病、心臓血管病など多くの疾患の予防や改善に役
立つと期待できる。 

② Pin1活性および一酸化窒素濃度の測定による新たな生体ホメオスタシス評価系が加齢疾患を予防尾・改
善する健康食品の開発に役立つと期待できる。 

① 褐藻ポリフェノール974Bは、幹細胞の脂肪細胞への分化を抑制するので、マウスに抗肥満食を与え
ても肥満にならないことから、サプリとしての開発につながり、また海藻の需要を喚起する。 

② 細胞内の硝酸・亜硝酸（ほぼNOとパラレル）を測定できるセンサーsNOOOpyは、生体ホメオスタシス
の新たな評価となり、ユーザーの要望により多様な展開につながる。 
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問い合わせ先： 東北大学大学院農学研究科 022-717-8603  

  （25028A） 加齢疾患関連酵素に作用する新規ポリフェノール探索と食品開発の基盤研究 

研究の達成目標 

主要な成果 

        
• ポリフェノールの健康増進機構の分子レベルでの解明。 
• 科学的に証明された健康食品の創出。 

科学的に証明された 
ポリフェノールを含む
健康食品の創出。 

① 酵素Pin1の阻害によるポリフェノール評価、探索 

② 新ポリフェノール評価法 （根粒菌NasS/Tの応用） 
    活性酸素NOの細胞内濃度センサーの開発 

Pin1阻害活性 
９７４B 

幹細胞の脂肪細胞
分化抑制 

抗肥満作用 褐藻(ヒロメ、サガ
ラメ、クロメ） 

 The American Society for 
Biochemistry and Molecular 
Biology 

NasS 

NasS 
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